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「夏越祭・高住神社」　　写真：議会広報委員撮影（牛像写真は高住神社より提供）

第132号
H23.8月発行 6月議会で決めた主な内容

ウッディー再建へ着手（11月臨時議会）

新企画～虹～みなさんとの架け橋

夏越祭とは“水無月の祓”ともいい、半年間に知らず知らずのうちにつ
いた罪や穢れを払い去る、神世の昔より伝えられた神事です。
特に夏は疫病が流行りやすいため、茅の輪をくぐることで悪疫や災難
から逃れようとしました。
高住神社夏越祭は牛馬安全の信仰にちなみ、土用の丑の日（今年は7月
21日）に行われました。

夏越祭とは“水無月の祓”ともいい、半年間に知らず知らずのうちにつ
いた罪や穢れを払い去る、神世の昔より伝えられた神事です。
特に夏は疫病が流行りやすいため、茅の輪をくぐることで悪疫や災難
から逃れようとしました。
高住神社夏越祭は牛馬安全の信仰にちなみ、土用の丑の日（今年は7月
21日）に行われました。

茅の輪をくぐった子どもたち
（落合小学校5年生のみなさん）
茅の輪をくぐった子どもたち
（落合小学校5年生のみなさん）
茅の輪をくぐった子どもたち
（落合小学校5年生のみなさん）

ち わち わ

な ごし さい
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2億6,063万円を追加2億6,063万円を追加

追加予算の主な使いみち

　平成23年度の6月議会が、6月14日～17日（4日間）で開催されました。報告3件、発議1
件、条例3件、予算1件、契約1件、同意1件、その他1件の合計11件の議案を審議し、すべて
原案通りに決定しました。
　平成23年度一般会計予算では、歳入歳出それぞれに2億6,063万円を追加して、総額
69億6,032万円としました。歳入の主なものは、昨年度予算の繰越金、国からの支出金な
どです。歳出の主な使いみちは、次の通りです。

○旧田川商業高校跡地解体設計監理委託料
○財政調整基金積立金（貯金）
○歓遊舎基金積立金（貯金）
　※歓遊舎からの寄付金を修繕費などのために積立てています。

○住民基本台帳法の改正に伴うシステム改修など
○町のホームページリニューアル
○町制100周年事業
○高齢者見守り事業（24時間対応サービス）
○緊急雇用対策事業（空家調査、森林業務）
○歓遊舎修繕費（水車）
○プレミアム付商品券発行補助
○しゃくなげ荘修繕など

868万円
1億円

2,000万円

5,453万円
289万円

1,070万円
3,746万円
520万円
200万円
120万円
508万円

平成23年度一般会計予算平成23年度一般会計予算

廣
　
瀬
　
三
　
郎 

氏

（
中
元
寺
）

一
口

メ
モ 固

定
資
産
評
価

審
査
委
員

　

添
田
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
次
の
方
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
と
は
、議
会
の
同
意
を

得
て
町
長
に
選
任
さ
れ
た

３
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て

の
不
服
を
審
査
し
、決
定

し
ま
す
。

同
　
意
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中
学
校
の
耐
震
化

　

添
田
中
学
校
の
耐
震
補

強
工
事
を
行
い
ま
す
。そ
の

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、決

定
を
行
い
ま
し
た
。

　

添
田
町
で
は
、契
約
金
額
が

５
，０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

は
、議
会
の
議
決
が
必
要
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

その他に6月議会で決めたことその他に6月議会で決めたこと
第
３
子
に
20
万
円

字
の
区
域
変
更

〔
改
正
前
〕

第
１
〜
３
子　

  　

５
万
円

第
４
子
以
降 　

 　

50
万
円

〔
改
正
後
〕

第
１
子
・
第
２
子　

５
万
円

第
３
子　
　
　

 　

20
万
円

第
４
子
以
降　

 　

50
万
円

契
約
金
額

　

９
，８
７
０
万
円

契
約
相
手

　

有
限
会
社  

姫
野
木
材
店

工
事
期
間

　

平
成
23
年
10
月
31
日
ま
で

　

添
田
町
で
は
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、出

産
育
児
奨
励
金
を
支
給
し
て
き
ま
し
た
。今
回
、

第
３
子
に
対
す
る
支
給
額
を
５
万
円
か
ら
２０
万

円
へ
と
拡
充
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
４
月
１
日

以
降
が
対
象
と
な
り

ま
す
。支
給
条
件
も
あ

り
ま
す
の
で
、詳
し
く

は
担
当
課（
保
健
福
祉

環
境
課
☎
８
２
ー
１
２

３
２
）に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

　

中
元
寺
地
区
の
土
地
改

良
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

区
画
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。そ
れ
に
伴
い
、字
の
区

域
の
変
更
を
行
い
ま
し

た
。

条
例
の
不
備
を
改
正

　

現
在
、添
田
町
の
条
例
の

点
検
及
び
見
直
し
を
実
施

し
て
い
ま
す
。そ
の
点
検
で

見
つ
か
っ
た
不
備（
引
用
す

る
法
令
な
ど
の
規
定
の
整

理
）を
改
正
し
ま
し
た
。

　

条
例
の
見
直
し
は
、今
後

も
行
い
、改
め
る
べ
き
も
の

は
改
め
て
い
き
ま
す
。

整備前整備後
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ウッディーの経営再建改善プラン

町貸付金1億4,200万円のうち5,732万円を債権放棄

1. ウッディーの債務返済プラン（5,732万円の債権放棄）

○中国木材による経営支援により財務改善を目指す。
○平成25年度末の実績、財務、市況等の状況を見極め再度検討する。
○中国木材による支援予定の内容
　 ・ およそ6年間で約1億円の資金援助を計画
　 ・ 設備等の更新、変更等に必要な資金の援助
　 ・ 事業に必要な人材の派遣、指導を行う

　5月25日に臨時議会が開催され、5件の議案が提案されました。
　主なものは、株式会社ウッディーへの債権放棄についてですが、その他に中学校の給食施設工
事費の追加変更など専決4件の議案を審議し、原案通りに決定しました。

　株式会社ウッディーの存続については、長い間議論を重ねてきました。
　本年度に入り、国・県の指導を受け、製材業大手の中国木材株式会社との業務提携構想が進み、具体的な協
議に入り、再建計画案が策定されました。
　その主な内容は、財務基盤の安定化を図り、経営改善を行い、ウッディーの再生を図るという計画です。そ
れを受け議会では幾多の議論をかわし、ウッディーの再生にかけ、町からウッディーへの貸付金1億4,200万
円のうち、5,732万円の債権を放棄することを認め、可決しました。

23年度

債務免除
5,732万円

債務凍結期間

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

会社再建計画期間

中国木材より6年間で約1億円資金注入予定

25年度末に財務状況等再度検討

2. ウッディーの事業改善プラン

現状と課題 今後の取り組み

1. 原木の仕入れ
　 ・市場買いにより製造
　 ・製品の単価UP

2. 生産体制の非効率
　 ・需要分析ができていない
　 ・大型工場で小量他品種

3. 乏しい販売力
　 ・市場売り、一部住宅メーカー
　 ・価格競争に対応できない

1. 原木直接買い入れ
　 ・近隣森林組合、生産事業体
　 （低コスト体制の確立）

3. 全国規模の大量販売力を利用
　 ・中国木材販売ネットワーク
　 ・原木販売
　 ・バイオマス利用

中国木材のネットワークにより日本の原
木、木材動向を分析し需要に応じた効
率の良い生産、販売が可能となる。

1. 仕入

3. 販売 2. 製造
2. 製材効率を求める
　 ・中国木材のノウハウを活かす
　 ・需要に応じた製品生産が可能
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町政を問う！！

上 

田 

　 

定 

議
員

町
長
：
町
と
し
て
力
強
く
支
援
し
て
い
く

一般質問の内容は、広報委員が会議録に基づいて編集をしています。
詳細は会議録をご参照ください。会議録は、議会事務局にあります。

ウ
ッ
デ
ィ
ー
再
生
の
道
は

議会傍聴に
おいでください！

議会の傍聴は、役場3階で受付をしていた
だければどなたでも傍聴できます。
またインターネットでもご覧いただけます。

TEL 82-4001お問い合わせ

　平成23年6月議会では、5人の議員が一般質問をしました。
　質問の内容も多岐にわたり、活発に論議されました。

伐期を迎えている山林

上
田
　
株
式
会
社
ウ
ッ
デ
ィ
ー

の
再
建
策
と
し
て
、
町
か
ら
の

貸
付
金
の
一
部
５
，
７
３
２
万

円
を
債
務
免
除
し
、
製
材
業
大

手
の
中
国
木
材
と
業
務
提
携
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
町

と
し
て
今
後
ウ
ッ
デ
ィ
ー
と
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

寺
西
町
長　

我
町
の
山
林
の
多

く
が
伐
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
や
県
の
木
材
需
要
施
策
、

林
業
振
興
施
策
も
積
極
的
な
対

応
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
今
が
ウ
ッ
デ
ィ
ー
再
建

の
時
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

今
ウ
ッ
デ
ィ
ー
を
閉
鎖
や
清

算
し
た
場
合
に
は
、
補
助
金
の

返
還
な
ど
で
２
億
９
，
０
０
０

万
円
程
度
の
損
失
が
生
じ
ま
す
。

　

今
回
の
再
建
案
は
、
国
内
最

大
手
の
製
材
会
社
の
中
国
木
材

と
共
同
で
経
営
を
行
う
と
い
う

計
画
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
中
国
木
材
が

製
品
の
買
取
り
・
流
通
指
導
、

雇
用
の
確
保
な
ど
を
行
い
、
ま

た
設
備
等
の
改
修
費
用
を
６
年

間
で
１
億
円
以
上
投
入
す
る
計

画
で
す
。

　

ウ
ッ
デ
ィ
ー
は
、
地
元
を
は

じ
め
、
北
部
九
州
の
原
木
の
集

荷
が
主
で
あ
り
、
国
や
県
は
も

ち
ろ
ん
森
林
組
合
等
へ
の
協
力

を
願
い
集
材
に
あ
た
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
町
と
し
て
、
ウ
ッ

デ
ィ
ー
の
再
生
・
復
活
計
画
を

力
強
く
支
援
し
て
行
き
ま
す
。

一 般 質 問
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一 般 質 問

久
保
田 

実 

生 

議
員

町
長
：
①
作
成
に
取
り
組
み
た
い 

②
適
切
に
実
施
す
る

①「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」を
作
成
し
て
は

②
監
査
の
公
表
を

他町のわかりやすい予算書例

久
保
田
　
①「
わ
か
り
や
す
い
予

算
書
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

町
の
予
算
を
ど
ん
な
こ
と
に
ど

れ
だ
け
使
っ
て
い
る
の
か
を
わ

か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
も
の

で
す
。
ニ
セ
コ
町
（
北
海
道
）

が
初
め
て
作
成
し
、
現
在
で
は

多
く
の
自
治
体
が
作
成
し
て
い

ま
す
。
添
田
町
で
も
作
成
し
て

は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

寺
西
町
長
　
①
情
報
公
開
は
非

常
に
必
要
で
、
ま
た
、
わ
か
り

や
す
く
と
い
う
の
も
大
事
で
す
。

現
在
も
そ
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
十
分
と
は
言
え

ま
せ
ん
。「
わ
か
り
や
す
い
予
算

書
」
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

久
保
田
　
②
監
査
結
果
の
公
表

は
、
地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
適
切
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
交
際
費

の
使
途
に
つ
い
て
、
監
査
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
か
。

寺
西
町
長
　
②
決
算
監
査
の
結

果
な
ど
は
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
実
施
し
て
い
な
い
部
分
も

あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
適
切
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

交
際
費
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

書
類
を
き
ち
ん
と
監
査
委
員
へ

提
出
し
て
い
ま
す
。

中 

嶋 

浩 

二 

議
員

町
長
：
地
場
産
業
育
成
も
大
事

本
町
の
公
共
工
事
、備
品
購
入

等
は
町
内
業
者
で

中
嶋
　
今
回
の
町
施
設
の
テ
レ

ビ
１
０
０
数
台
購
入
は
町
内
家

電
業
者
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
本
町
の
商
工
会
会
員
数

も
年
々
減
少
し
危
機
感
は
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
本
町

が
発
注
す
る
工
事
、
物
品
購
入

な
ど
は
町
内
業
者
を
最
優
先
に

活
用
さ
れ
る
の
か
を
お
伺
い
し

ま
す
。

寺
西
町
長　

今
回
、
地
デ
ジ
化

に
よ
り
テ
レ
ビ
の
購
入
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。
安
価
な
町
外

業
者
も
あ
り
ま
し
た
が
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
や
取
付
費
な
ど

を
考
慮
し
て
発
注
し
ま
し
た
。

公
共
工
事
や
物
品
購
入
は
安
全

か
つ
安
価
と
い
う
こ
と
も
大
事

で
す
。
し
か
し
、
地
場
産
業
育

成
も
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
町

内
業
者
で
出
来
る
も
の
は
十
分

検
討
を
加
え
て
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
嶋
　
厳
し
い
経
営
環
境
の
中

で
も
若
い
青
年
経
営
者
の
方
々

は
非
常
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
町
内
業
者
の
保
護
育
成
は

あ
る
程
度
の
ル
ー
ル
を
設
け
て

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

優
先
的
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。



132号（H23.8）7

一 般 質 問

岩 

本 　

 

正 

議
員

町
長
：
早
期
に
対
応
し
た
い

節
電
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
よ

庁舎内でも
節電に努力

グリーンカーテン LED化

啓発

災害に備えて（津野小学校）

岩
本　

今
夏
の
電
力
不
足
が
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
、
早
々
に
節
電
計

画
を
た
て
た
こ
と
は
、
素
早
い

対
応
だ
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
応
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
電
球
の
補
給
時
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

球
に
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

全
て
が
替
わ
る
ま
で
に
は
相

当
の
期
間
を
要
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て

い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
町
内
の
防
犯
灯
や
街

灯
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

寺
西
町
長　

庁
舎
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

は
、
徐
々
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
に
は
、
専
用

機
器
へ
の
取
替
え
も
必
要
で
あ

り
、
予
算
も
伴
い
ま
す
が
、
早

め
に
設
置
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
灯
や
街
灯
に
つ

い
て
も
、
予
算
の
こ
と
や
設
置

方
法
な
ど
を
含
め
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

白 

石 

英 

雄 

議
員

町　

長
：
行
政
と
し
て
の
役
割
に
努
め
る

教
育
長
：
緊
急
時
の
安
全
点
検
を
実
施
す
る

防
災
教
育
の
充
実
を

白
石　

今
回
の
大
震
災
で
の
大

津
波
で
多
く
の
方
々
が
飲
み
込

ま
れ
る
中
、「
釜
石
の
奇
跡
」

と
言
わ
れ
、
釜
石
市
内
の
小
・

中
学
生
３
千
人
が
ほ
ぼ
全
員
無

事
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

添
田
町
と
は
状
況
は
異
な
り

ま
す
が
、
防
災
教
育
は
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

寺
西
町
長　

震
災
の
訓
練
と
し

て
、
防
災
教
育
、
防
災
訓
練
の

必
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

現
在
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
各
戸
に
配
布
を
考
え
て

い
ま
す
。
も
し
、
災
害
が
あ
っ

て
も
、
安
全
で
安
心
に
避
難
で

き
る
よ
う
な
展
開
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

重
松
教
育
長　

現
在
、
町
内
の

学
校
で
は
、
年
２
回
、
地
震
・

火
災
な
ど
の
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
避
難
経

路
や
緊
急
時
の
対
応
な
ど
の
安

全
点
検
を
実
施
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

児
童
、
生
徒
の
防
災
教
育
と

教
職
員
の
防
災
意
識
の
向
上
な

ど
、
学
校
現
場
で
の
安
全
管
理

を
重
視
し
て
い
き
た
と
思
い
ま

す
。
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レポート☆レポート☆レポート☆
どうなった？

H22年　12月定例会から抜粋を追ってみました！

どうなった？
質問 情報公開度が低い。情報公開

請求時のコピー代が高い。

質問 農業の「6次産業化」への取り
組みを（米粉加工による推進は）

支援体制の確立を

助成を

情報公開については庁内体制を
充実させ対応。コピー代について
は、手数料条例等の対応をしたい。

試験的に製粉機を備え、特産品の試作
をしてもらうなど、今後議論していきたい。

みどり保育園で発達障がい児を受入
れ、その支援体制を確立していきたい。

検討していく。

答　弁

答　弁

質問 子宮頸がんワクチン接種の 町としても公費助成を含め答　弁

質問 発達障がい児（者）に対する 答　弁

情報広報プロジェクト設置。条例を改正し、
規則においてA4　1枚まで10円とする。
H23.4.1から適用。

情報広報プロジェクト設置。条例を改正し、
規則においてA4　1枚まで10円とする。
H23.4.1から適用。

米粉製粉機を整備。
農産加工連続セミナー等で、米粉を活用
した加工品や料理等の試作を行う計画。

米粉製粉機を整備。
農産加工連続セミナー等で、米粉を活用
した加工品や料理等の試作を行う計画。

4月1日より、みどり保育園で実施。
専任保育士2名を配置し、現在町外より
2名を受け入れている。

4月1日より、みどり保育園で実施。
専任保育士2名を配置し、現在町外より
2名を受け入れている。

2月より国庫補助事業として実施。本年度
対象者は、中1～高2の女子。県内の協力
医療機関であれば、無料で接種できる。

2月より国庫補助事業として実施。本年度
対象者は、中1～高2の女子。県内の協力
医療機関であれば、無料で接種できる。

その後

その後

その後

その後
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☆追跡☆追跡☆追跡特集
あの質問はあの質問は

一般質問のその後H23年　3月定例会から抜粋

質問 添田中学校英峰塾の成果は

質問 ホームページの充実及び
セキュリティ対策を

家庭学習の習慣化という点
で、大きな成果があがっている。

新年度組織でITシステム係を
配置し、問題に専任で対応して
いきたい。

質問 諸審議会に女性の登用を 今後はさらに登用していきたい。

質問 独居老人の把握は 「地域防災プロジェクト」を立ち
上げ、防災対策を含め、独居老人
等の把握に努めたい。

6月補正予算計上可決済み。
現在、ホームページ審査委員会を設置、
年内にリニューアル予定。

6月補正予算計上可決済み。
現在、ホームページ審査委員会を設置、
年内にリニューアル予定。

65才以上の高齢者世帯や障がい者で自力
避難が困難な方（災害時要援護者）の調査
を行い、福祉避難所を指定する。

65才以上の高齢者世帯や障がい者で自力
避難が困難な方（災害時要援護者）の調査
を行い、福祉避難所を指定する。

各種審議会については、委員の任期との
関連もあるため、可能な範囲で女性の登
用に向けて努力したい。

各種審議会については、委員の任期との
関連もあるため、可能な範囲で女性の登
用に向けて努力したい。

答　弁

答　弁

答　弁

答　弁

平成23年度も引き続き実施。
講師は福岡県立大学「社会貢献
ボランティア支援センター」から派遣。

平成23年度も引き続き実施。
講師は福岡県立大学「社会貢献
ボランティア支援センター」から派遣。

その後

その後

その後

その後
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議会 何議会 何って だ！？
そのあり方を考えましょう！！

　

３
月
議
会
に
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
議
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
特
別
委
員

会（
以
下
、あ
り
方
委
員
会
と
い
う
。）で
す
が
、月
に
１
〜
２
回
の
ペ
ー
ス
で
開

催
し
、議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

１
．検
討
項
目
を
抽
出

　

議
会
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
に
当
っ
て
、検
討
項
目
の
抽
出
作
業
を
行
い

ま
し
た
。37
項
目
が
あ
げ
ら
れ
、次
の
５
つ
の
分
野
に
分
類
し
ま
し
た
。

　

①
議
員（
議
会
、条
例
等
）に
関
す
る
も
の
・・・
11
件　

　

②
情
報
公
開
・
情
報
発
信
に
関
す
る
も
の
・・・
８
件　

　

③
本
会
議
に
関
す
る
も
の
・・・
８
件　

　

④
委
員
会
に
関
す
る
も
の
・・・
５
件　

　

⑤
そ
の
他
・・・
５
件　

２
．専
門
家
の
講
演
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
賞

　

議
会
改
革
の
専
門
で
あ
る
廣
瀬
克
哉
氏（
法
政
大
学
教
授
）の
講
演
を
収

録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
観
賞
を
行
い
ま
し
た
。講
演
は
、昨
年
、福
岡
市
で
行
わ
れ

た「
市
民
と
議
員
の
条
例
づ
く
り
交
流
会
議
ｉ
ｎ
九
州
」で
の
も
の
で
す
。議

会
改
革
の
流
れ
や
進
め
て
い
く
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
講
演
で
し
た
。

　

講
演
の
中
で
は
、議
員
に
と
っ
て
の「
議
会
」と
住
民
に
と
っ
て
の「
議
会
」

が
一
致
し
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、議
会
不
信
・
議
会
不
要
論
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。今
号
の
最
終
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、議
会
を
傍
聴
し
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。議
員
は
も
ち
ろ
ん
議
会
の
流
れ
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、傍
聴
者
に

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。こ
ん
な
現
状
も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
議
会
だ
よ
り
に
て
あ
り
方
委
員
会
の
報
告
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

検討を重ねる
あり方委員会

　

前
号
の
議
会
だ
よ
り
に
て
、昨
年
７

月
に
議
会
が
告
発
し
た
件
で
、福
岡
地

検
飯
塚
支
部
よ
り「
不
起
訴
」と
の
通

知
を
受
け
ま
し
た
と
、報
告
い
た
し
ま

し
た
。そ
の
後
、「
不
起
訴
」の
理
由
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
起
訴
猶
予
」と
の
回

答
を
得
ま
し
た
。し
か
し
、「
起
訴
猶

予
」だ
け
で
は
説
明
が
不
十
分
で
あ
る

と
議
会
が
判
断
し
、福
岡
地
検
飯
塚
支

部
か
ら
更
な
る
説
明
を
受
け
る
予
定

で
す
。
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◇田川県土整備事務所

・道路関係

・河川関係

・農業関係

・林業関係

上田委員長より挨拶

県幹部職員より説明を聞く

要望を持って県事務所へ
産業厚生常任委員会

＊＊ ＊＊

　当委員会では去る6月23日、福岡県田川県土整備事務所・飯塚農林事務
所を訪問し、平成23年度に取り組みが予定されている事業について、意見
交換、要望を行いました。

　町内を縦横断する県道・国道の道路拡幅、橋
梁架け替え、歩道設置等についての処理状況
と、今後の展開について説明を受けました。

　主に河川の護岸整備、河川敷進入路設置、河
川浚渫（しゅんせつ）工事などの処理状況と進
捗状況について、説明を受けました。
　各委員からは、通学路指定にされている道路の歩道設置や、大雨時の冠水被害が多発
している地域の水路整備に関してなど、強い要望が出されました。
　また、県土整備事務所からは「工事にあたっては、町及び地元の協力を是非お願いした
い」との意見もありました。

　「中山間地域等支払制度」の事業の継続実施における、集落協定組織への指導と協力、
「ほ場整備事業」、そして特に深刻な問題となっている、「鳥獣被害緊急総合対策事業」な
どについて、説明とその対応状況を聞き、意見交換をしました。

　両事務所とも所長・幹部職員の対応により予定していた時間を上回るなど、活発な意
見交換、質問、要望をしました。

　広域基幹林道の進捗状況、治山要望箇所の確
認、林業振興についての説明を受けました。
　治山事業については、飯塚農林事務所が所管
する市町村の約1/4が添田町ということで、今後
も「地元の協力を得ながら、できるだけ要望に沿
えるように行いたい」との回答を得ました。
　林業振興については、「町としてはウッディー
を原木流通拠点として位置づけ、様々な措置を
講じる計画なので、県に支援をお願いしたい」と
要望を行いました。

◇飯塚農林事務所



お問い合わせ　TEL 82－4001　FAX 82－2869　E-mail:gikai@town.soeda.lg.jp
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町
議
会
議
員
に
な
っ
て
早

く
も
１
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
が
、広
報
委
員
会
に
配

属
さ
れ
て
良
く
わ
か
り
始
め

ま
し
た
。そ
れ
は
添
田
町
は
素

晴
ら
し
い
町
だ
と
。誇
れ
る
文

化
や
景
観
、そ
し
て
町
を
真
剣

に
思
う
沢
山
の
人
々
…
い
や

〜
添
田
町
に
恋
を
し
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。し
か
し
な

が
ら「
恋
は
盲
目
」と
い
わ
れ

る
よ
う
に
町
の
良
い
と
こ
ろ

だ
け
が
目
に
映
り
や
す
い
の

で
す
が
、良
い
と
こ
ろ
だ
け
で

は
な
く
悪
い
と
こ
ろ
も
ひ
っ

く
る
め
て
す
べ
て
を
理
解
し

な
け
れ
ば
恋
愛
は
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
。相
思
相
愛
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
行
こ
う
と

思
い
ま
す
。片
思
い
じ
ゃ
い
や

で
す
か
ら
ね
〜
。町
民
の
皆
さ

ん
も
添
田
町
を
も
っ
と
よ
く

知
ろ
う
と
議
会
傍
聴
の
方
々

が
以
前
に
比
べ
て
大
変
増
え

ま
し
た
し
、当
委
員
会
に
感
想

文
や
貴
重
な
ご
意
見
も
い
た

だ
き
感
謝
、感
謝
で
す
。全
員

で
喜
ん
で
い
ま
す
。今
年
度
か

ら
ペ
ー
ジ
数
が
12
ペ
ー
ジ
に
増

え
新
し
い
企
画
も
盛
り
込
ん

で
い
き
皆
さ
ん
と
添
田
町
が

「
相
思
相
愛
」に
な
れ
る
架
け

橋
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
（
中
）

　新町長となって議会（3月議会）を初めて傍聴しました。以前傍聴した時に比べて一般質
問が7名もいてその活況ぶりが感じられました。町長の施政方針の中に町民目線で町政を
行っていくとありましたので、一般質問の回答に期待していましたが、具体性に欠けていま
した。
　「議会だより」の構成もよく議会の様子が良くわかり、まとまっていますが「議会だより」に
各委員会の討議活動や内容も載せてほしいと思います。
　議会広報特別委員の活躍で今後とも議会の様子を町民にしっかりと伝えてほしいと思い
ます。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

久
保
田
　
実
　
生

合
　
戸
　
精
　
一

中
　
嶋
　
浩
　
二

上
　
田
　
　
　
定

議会だよりを読んで 添田町添田 手 島 豊 子さ
ん

　商工会女性部で初めて傍聴（6月議会）に出かけました。女性部員の皆さんに声を掛けると
「一度見たかった、絶対に行く！」という人が沢山いたのに驚きました。当日は7人で傍聴して次
のような意見が出ました。
　　1. 議場が添田に有るとは思わなかった。
　　2. 町の様子が良くわかった。
　　3. この次も絶対に傍聴したい。　　等々でした。

　商工会女性部は、これからも積極的に議会傍聴に出かけて行こうと思います。

　また、町内業者で出来ることは町内でという質問の時には拍
手も出ていました。
　私自身が感じたことは、次のようなことです。
　　1. 議案は何が可決されているのかさっぱりわからないの 
　　 で文章を配布したり議案を読み上げてほしい。
　　2. 知らない町の様子を知ることが出来た。
　　3. 他町村には防災無線が有るのに添田町には何故ないのか。
　　4. 田川市では委員会も傍聴でき、インターネットで生中継
　　 　しているので早く実現してほしい。

初めての議会傍聴 添田町商工会  女性部長 武 貞 眞 弓さ
ん

このページはみなさんの声で作るページです。ご意見・ご感想をお待ちしています。

みなさんとの架け橋みなさんとの架け橋


